
ヴィーブル &
   コミュニティ情報

●申し込み・問い合わせ先
ヴィーブル　☎０９６－２４８－５５５５

受講料
無 料

23 22広報 こうし　2024.2 広報 こうし　2024.2

市民のひろば

躍動感あふれるダンスを披露する劇団員たち

左から、荒木実行委員会会長（合志市長）、辛
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県スポーツ協会副会長、
早
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実行委員会副会長（山鹿市長）

善さん（①）と好さん（②中央）。ふたりは月心会熊本県本部に所属しています

4年振りの県民体育祭が無事閉幕 
実行委員会解散総会
11月15日、ヴィーブルで第78回熊本県民体育祭菊池

地域・山鹿大会実行委員会解散総会が開催され、その中

で、県スポーツ協会から、大会実行委員会および開催市

町（合志市・山鹿市・菊池市・菊陽町・大津町）にそれぞ

れ感謝状が贈呈されました。今大会が、健康増進とスポー

ツ精神の高揚、スポーツの普及および明るく豊かな県民

生活進展のきっかけになることを期待します。

空手道　きょうだいで大活躍 
九州代表として全日本大会出場決定
11月4日、佐賀県で第9回全九州少年少女空手道選

手権大会が開催され、小学1年男子形の部で坂
さか

田
た

善
ぜん

さ

ん（南ヶ丘小）が準優勝しました。善さんは2月に北海道

で開催される全日本少年少女空手道選抜大会に出場しま

す。また、11月12日に芦北町で開催された第49回熊日

学童オリンピック空手道大会では、姉の坂
さか

田
た

好
このみ

さん（南ヶ

丘小4年）が団体組手3・4年女子の部で優勝しました。

城区に整備された無線放送システム

城区　宝くじの助成金で 
コミュニティ無線放送システムを整備
11月中旬、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上

に寄与することを目的としたコミュニティ助成事業によ

り、城区がコミュニティ無線放送システムを整備しまし

た。この、コミュニティ助成事業は、（一財）自治総合セ

ンターが、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの

受託事業収入を財源に実施しているもので、今後の城区

のますますの活性化が期待されます。

トレーニングルームは点検のため、
２月29日（木）が休みとなります。

未来を担うこどもたちの姿を通して身近な人権について一緒に考えてみませんか
オープニング　『相続登記の申請の義務化について』
　　　　　　　　　　　　　熊本地方法務局　阿蘇大津支局長
と　　き ２月28日（水）　午前10時15分～正午（受け付けは午前9時45分～）

と こ ろ 総合センター「ヴィーブル」文化会館　※当日は、筆記用具をお持ちください
参加方法 当日会場にお越しください

市中央公民館長　池
いけ
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 さん
社会教育主事や指導主事としての行政経験や学校経営にも携わり、人権の重

要課題に関して、オリジナルの内容で教育・啓発に尽力。教育事務所勤務時か
ら行なった講演は250回を超える。現在、中央公民館長として活動している。

講　

師

心から豊かになる講座
だれもが笑顔で心豊かに暮らすために
〜幸せに生きる！人権尊重のまちづくりをめざして〜

２月

市民講座

ヴィーブル子ども劇団が 
オープニングアクトに登場しました
11月11日、熊本テルサで第54回九州地区子

ども会育成研究協議会が開催され、オープニ
ングアクトにヴィーブル子ども劇団が出演し、
ダンスを披露しました。また、昨年３月に行
なった公演のダイジェスト版DVDも上映しま
した。同協議会には、九州全県から子ども会
の育成に関わる関係者らが参加し、子どもた
ちのパワーあふれるダンスと劇に見入ってい
ました。終演後には「このような劇やダンスを
初めて観た」「子どもたちの生き生きとした、
そして堂々とした姿に感動した」などの感想が
ありました。ことしも３月に公演を予定して
いますので、楽しみにしていてください。

合志市文化芸術自主事業 
実行委員募集

市の文化や芸術発展のために、年間を通し
た行事の計画や、当日の運営を担う実行委員
を募集します。興味のある人は、下記の要領
でお申し込みください。

▶任期　令和６年４月１日～令和８年３月31日
▶募集人数　２人程度
▶活動内容　年３回程度の会議出席・年間5

件程度のイベント企画など
▶申込要件　市の文化芸術の発展に貢献した

い人
▶報酬　会議１回あたり費用弁償2,200円
▶申込方法　市総合センター「ヴィーブル」窓

口で配布する申込書へ記入し、生涯学習課
へ提出

▶申込締切　２月13日（火）
※後日、面接の日程を通知します

●問い合わせ先
　 生涯学習課生涯学習班（ヴィーブル内）　☎096-248-5555

左から、後藤議長、荒木市長、蒲島知事、𠮷本孝
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菊陽町議長

工場排水対策に関する 
協定締結式
11月20日、県庁で県・本市・菊陽町の3者による排

水対策に関する協定締結式が行なわれました。この協定

は、世界的半導体産業が進出するセミコンテクノパーク

周辺地域で、更なる半導体関連産業の集積が見込まれる

ため、新たな工場排水対策の実施について、3者が互い

に連携・協力して、迅速・確実に事業を実施するために

必要となる基本的な事項を定めるものです。
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